
埼玉県調査研究成績報告書(家畜保健衛生業績発表集録)第 57 報(平成 27 年度） 

 

- 39 - 
 

８ 乳用牛に発生したマンヘミア症 

 

熊谷家畜保健衛生所            

                      ○向井 海渡・御村 宗人 

中央家畜保健衛生所 

  中井 悠華・石原 径佳 

 

 

Ⅰ はじめに 

  マンヘミア・ヘモリチカ（Mannheimia haemolytica：以下 Mh）は牛の上部気道の常在菌で 

ある。我が国で分離される主な血清型は１型であるが、近年、６型の分離例が増加している

ことが報告されている１)。一般に発症牛では発熱、鼻汁漏出、発咳、呼吸速迫などが認めら

れる。その後は、細菌毒素により貪食細胞が傷害され、細胞からの蛋白分解酵素の放出によ

り肺組織が損傷し、最終的には重篤な肺炎症状を呈し死にいたる場合もある２)。 

 また、牛のマイコプラズマ肺炎は我が国では子牛に見られる一般的な呼吸器疾患で、特に

他の細菌やウイルスとの混合感染例では死廃率が高く、経済的損失が大きい疾病である３)。 

 今回、管内１酪農家において、マンヘミア症による成牛の死亡事例が発生し、また同居成

牛の病性鑑定より、これまで子牛に肺炎を引き起こすことで知られていた Mycoplasma disper

の成牛呼吸器病への関与が示唆されたので報告する。 

 

Ⅱ 発生概要 

 １ 農場概要 

  当該農場は乳用牛を飼養する酪農家で、成牛 190 頭、育成牛 130 頭を飼養しており、す 

 べての牛が自家産である。フリーストールの成牛舎と、群飼いの育成牛舎は、それぞれ２ 

 棟ずつ、哺乳牛舎は１棟ある。従業員は６名で飼料は濃厚飼料・粗飼料ともに購入してい 

 る。またすべての牛に 30 日から 90 日齢の段階で牛伝染性鼻気管炎、牛ウイルス‐下痢粘 

 膜病、牛パラインフルエンザ、牛 RS ウイルス感染症、牛アデノウイルス感染症５種混合ワ 

 クチンを接種している。 

 

 ２ 発生概要 

  35 か月齢のホルスタイン種が平成 26 年 10 月４日に２産目を分娩したのち、10 月７日に 

 かけて発熱、食欲低下などの症状を示した。その後、７日の午前中には食欲が廃絶し、全 

 身努力性呼吸を示すようになった。その間、診療獣医師により抗生物質や鎮痛薬による治 

 療が行われたが、同日の夕方には起立困難となり、分娩から４日後の 10 月８日に死亡が確 

 認された。 
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  また、一部の同居成牛では平成 26 年９月下旬より湿性肺雑音が聴取され、10 月初旬よ 

 り鼻汁漏出や泌乳停止が認められた。 

 

Ⅲ 材料及び方法 

 １ 病理学的検査 

  死亡牛１頭を剖検し、主要臓器をホルマリン固定後、常法に従い HE 染色を行い、肺病変 

 についてはグラム染色を行い、病理組織学的検査を実施した。 

 ２ 免疫組織化学的検査 

  死亡牛の肺病変について、抗 Mh 血清型 1・4・6・14 家兎血清４種類を一次抗体として用 

 いて、常法に従い免疫組織化学的染色を実施した。 

 ３ 細菌学的検査 

  死亡牛の主要臓器と胸水、腹水及び同居成牛７頭の 10 月 10 日（発症期）と 10 月 30 日 

 （回復期）に採材した鼻腔スワブを材料として、血液寒天培地（37℃、CO2条件下）、DHL 

 寒天培地（37℃、好気条件下）で分離培養し、分離菌について薬剤感受性試験を実施した。 

  また、Mycoplasma bovis、M.bovigenitalium、M.bovirhinis、M.dispar の４種について 

 PCR 検査を実施した。 

 ４ ウイルス学的検査 

  死亡牛の主要臓器と同居成牛の鼻腔スワブ（発症期）について、抽出液を MDBK 細胞と 

 Vero 細胞に接種し、ウイルス分離を実施した。 

 

Ⅳ 成績 

 １ 病理学的検査成績 

 （１）剖検所見 

 外貌は著変なし。開胸時、胸水の貯留と、胸膜の一部癒着がみられた。また肺は間質水

腫及び、一部肝変化しており、割面では大理石紋様が確認された（図１）。また、退縮不

全で出血と線維素様物の付着がみられた（図２）。 

  

 

 

図１ 間質の水腫、肝変化 

     割面で大理石紋様 

 

図２ 肺の出血、退縮不全 
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 （２）病理組織学的検査 

 肺で、胸膜と小葉間結合織の水腫性肥厚と細胞壁の壊死が確認され、また肺胞では腔内

に好中球の浸潤や線維素析出、マクロファージの浸潤のほか、細菌から産生された毒素に

よりリンパ球が傷害された像である、燕麦様細胞が確認された（図３）。また、肺胞壁は

壊死しており、壊死部周囲にも燕麦様細胞の浸潤が確認された。また、脾臓ではヘモジデ

リンの沈着（図４）、心内膜では好中球の浸潤と線維素の析出が確認された（図５）。 

 

図３ 肺病変で認められた、小葉間結合織の水腫性肥厚と肺胞壁の壊死及び燕麦様細胞 

図４ 脾臓でのヘモジデリンの沈着 
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図５ 心内膜での好中球の浸潤と線維素の析出 

 

 ２ 免疫組織化学的検査 

  抗 Mh 血清型６抗体を用いた染色でのみ、病変に一致して強い陽性反応が認められた（図 

 ６）。このことから、当該牛の肺における病変の主な原因は Mh 血清型６であると考えられ 

 た。 

 

図６ 肺病変における免疫組織染色像 

 

 ３ 細菌学的検査成績 

  血液寒天培地を用いて炭酸ガス培養を実施したところ、肺と胸水より多数の菌が純培養 

 状に分離され（表１）、病性鑑定マニュアルに従い同定を試みたところ、その性状から、分 

 離菌は Mh と同定された。薬剤感受性試験では、アンピシリン、セファゾリン等７薬剤に感 

 受性を示した（表２）。またマイコプラズマ PCR 検査は陰性であった。 

  また、同居成牛の発症期鼻腔スワブから同様の方法で細菌分離を試みたところ、７頭中 

 １頭から Mh が分離された（表３）。さらに発症期の鼻腔スワブについてマイコプラズマ PCR 
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 検査を実施したところ、１頭から M.bovirhinis 特異遺伝子が検出され、７頭すべてから 

 M.dispar 特異遺伝子が検出された。しかし回復期では、M.dispar 特異遺伝子はいずれの牛 

 からも検出されなかった（表４）。M.bovis、M.bovigenitalium 特異遺伝子は発症期・回復 

 期ともに検出されなかった。 

 

表１ 主要臓器における細菌分離成績 

培地条件 肝 脾 腎 心 肺 腹水 胸水 

BA(CO2) － － － － ＋＋＋＋ － ＋ 

DHL － － － － － － － 

 

表２ 分離された Mh における薬剤感受性試験成績 

 
ABPC CEZ KM OTC CP ST ERFX 

M.haemolytica S S S S S S S 

            S：感性 I：中間 R：耐性 

 

表３ 同居成牛の発症期鼻腔スワブからの細菌分離成績 

  

 

 

 

 

 

 

 

※ Mh と同定。 
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表４ 同居成牛の鼻腔スワブを用いたマイコプラズマ PCR 検査成績 

No 材料 

M.bovis M.bovigenitalium M.bovirhinis M.dispar 

発症期 発症期 発症期 発症期 回復期 

1 

鼻腔 

スワブ 

－ － － ＋ － 

2 － － － ＋ － 

3 － － － ＋ － 

4 － － － ＋ － 

5 － － ＋ ＋ － 

6 － － － ＋ － 

7 － － － ＋ － 

 

 4 ウイルス学的検査成績 

  死亡牛、同居牛の発症期鼻腔スワブともにウイルスは検出されなかった。 

 

Ⅴ まとめおよび考察 

 以上の病性鑑定成績より、死亡牛をマンヘミア症と診断した。同居成牛は M.dispar、 

M.bovirhinis および Mh が関与していると考えられ、当該農場の牛の呼吸症状の集団発生に 

は複数の病原体が関与していることが推測された。当該飼農場では、症状が出る直前の９月 

頃、それまでルーチンの作業として行っていた農場内の消毒を中止したところ、今回の呼吸 

器症状が確認されるようなったことから、対策として、１日一回の大型の動噴で中性石鹸を 

噴霧する消毒の実施を指導した。その後、10 月末には呼吸器症状を呈する牛はいなくなり、 

流行は終息した。また、診療獣医師に対してはマンヘミアワクチンの使用を推奨した。 

 Mh の国内の子牛における浸潤状況は 99.5 パーセントという報告もあり４)、常在菌による 

死亡事例として、普段の牛の健康管理の重要性について改めて、警鐘を鳴らすケースである 

と言える。死亡牛から分離された Mh は血清型６であった。前述のとおり、現在の主流は血清

型１であるが、血清型６による発生例は近年増加傾向にあり１)、平成 19 年には岩手県で乳牛

の集団発生例も報告されている５)。また、今回の症例で分離された株は７薬剤に感受性を示

したが、過去には血清型６は他の血清型に比べ、薬剤耐性菌の分離割合が高いとする報告も

ある６)。 

 また、M.dispar は、これまでの成牛への病原性は不明とされてきたが、今回同居成牛の発

症期でのみ本菌の特異遺伝子が検出されたことから、本菌が成牛の呼吸器病に関与している

可能性が示唆された。 

 当該農場の飼養形態はフリーストールであり、いったん病原体が侵入すると、感染が急速 
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に牛群に広がる可能性がある。この点から考えても、牛の個体ごとの健康・栄養状態の管理

は重要であり、疾病の感染が確認された個体に関しては、即座に牛群から隔離することが必 

要である。特に、Mh やマイコプラズマのような常在菌や、侵入経路が不明である病原体に対

しては消毒・ワクチン等で予防に努めることが重要であると考えられる。 
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